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研究要旨：本研究の目的は科学的根拠に基づいた骨粗鬆症の予防方法および検診手法につ

いて検討し、エビデンスに基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制を構築し、今後の

骨粗鬆症対策の推進に資する成果を得て、骨粗鬆症検診マニュアルを作成することであ

る。 

令和 4 年度は、疾患等との関連性、高齢者における FRAX®のカットオフ値などを中心に

文献検索を行い、骨粗鬆症予防、早期発見や検診提供体制に必要な項目の抽出を目指した。

要介護の原因・背景疾患である認知症、脳血管疾患、フレイル・サルコペニアなどと骨粗

鬆症 や骨量減少と予後(骨折、QOL 低下、要介護、死亡)との関連性について文献検索を

進めた。地域住民コホート住民の追跡調査結果を用いて比較用データセットを作成し

検討したところ、骨粗鬆症の有病率はこの 10 年間で 70 歳以上の高齢女性において有

意に低下していることがわかった。 

令和 5 年度は、研究代表者の総括のもと、個別の研究目的に加えて、実際に検診を行

っている集団のデータ解析に基づき、検診フローの改定を行い、骨粗鬆症検診マニュ

アルを作成した。加えて検診後指導向けの運動プログラム、栄養パンフレットを作成

した。 

 

 

Ａ．研究目的 

骨粗鬆症が多くの高齢者の生活の質(QOL)を低下

させることによって、健康寿命を短縮し、さらに

医療費の高騰、労働力の低下の一因となっている

ことは明らかである。従って、骨粗鬆症の予防は

人生 100 年時代に向かうわが国にとって、健康寿

命の延伸を目指す上で極めて重要であり、科学的

根拠に基づいた有効な予防方法の普及啓発及び早

期発見に向けた骨粗鬆症対策の実施が必要とされ

ている。しかし骨粗鬆症やその前段階の骨量減少



2 

 

の段階では対象者はほとんど無症状であり医療機

関に受診することは少ないため、骨粗鬆症の早期

発見には地域住民を対象とした検診が必要となる。

しかしながら骨粗鬆症検診実施率は全国平均で

5.0%と極めて低く、地域差も大きい (骨粗鬆症財

団ニュースリリース 2018.12.3, The Journal of Japan 

Osteoporosis Society 4, 513, 2018)。さらに骨粗鬆症 

検診の手法や対象者の年齢、実施間隔も統一され

ておらず、それらの効果も明らかではない。 

これらの実情を踏まえ、申請者らは、科学的根拠

に基づいた骨粗鬆症の予防方法および検診手法に

ついて検討し、エビデンスに基づく持続可能で効

果的な骨粗鬆症検診体制を構築し、今後の骨粗鬆

症対策の推進に資する成果を得ることを目的とし

て本研究を開始した。 

 

Ｂ．Ｃ 研究方法と結果 

1) 文献レビュー 

令和４年度は、研究代表者の田中の総括のもと、

各分担研究者がそれぞれの専門領域の文献レビュ

ーを行った。 

放射線診療の専門家である曽根らのグループは末

梢骨測定法の利用実態、有用性について明らかに

することを目的として文献レビューを中心に検討

した。利用実態については保険診療ベースでの利

用状況から推定した。文献的考察から、骨粗鬆症

における骨量測定の gold standard は腰椎や大腿骨

近位部の DXA で、末梢骨の骨量測定を骨粗鬆症検

診で用いる場合には、腰椎や大腿骨近位部の骨密

度低下を効率良く検出できる値をカットオフ値と

することが適切と考えられた。また、保険診療ベ

ースでの利用状況から推定すると、2019 年の時点

で我が国の骨粗鬆症診療における骨量測定の約半

数が末梢骨測定と推定された。  

骨粗鬆症予防および検診の専門家である藤原らの

グループは、公表されている骨粗鬆症検診のデー

タを用いて、検診実施率、検診受診率、要精検者

の結果の割合（精密検査の結果、未受診率、未把

握率）を、節目年齢別、県別に求めた。表されて

いる骨粗鬆症検診のデータを集計した結果、検診

実施率は低く、検診後の未把握率は半数に上り、

自治体の骨粗鬆症検診に対する優先順位の低さが

伺えた。さらに、検診受診率は低く、特に 40 歳代、

50 歳代は低く、検診対象者にとっても、骨粗鬆症

検診に対する関心の低いことが示された。今後、

有効な骨粗鬆症検診を構築するためには、自治体

および検診対象者に意義を認識してもらう対策を

講じる必要があると考えられる。その 1 つとして、

年代層別に検診の目的を「骨粗鬆症の予防」と「骨

折の予防」をわけ、目的をより明確にして、検診

の意義を伝えるような工夫や検診方法の選択も必

要と考えられた。  

整形外科学の専門家である萩野らのグループは骨

粗鬆症検診の現場で活用できるように、対象者の

骨密度増加と転倒予防を期待できる運動プログラ

ムを検討した。現在のエビデンスを総括すると転

倒・骨折予防のための運動療法では筋力増強訓練

やバランス訓練の複合運動が望ましく、本事業に

おいてもそれらに準じてプログラムを構成した。

筋力増強訓練に関しては、今まで不明であった実

際の骨粗鬆症患者に対する骨密度増加効果を検証

するため、メタアナリシスを実施した。その結果、

転倒予防効果に加え、筋力増強訓練には骨密度増

加効果があることが示唆された。 

栄養学の専門家である上西らのグループは、主に

若年成人を対象とした「骨粗鬆症の予防」を目的

としたものと、中年以降、特に高齢者を対象とし

た「骨粗鬆症、骨折の予防」を目的としたものに

分けて、2 種類のパンフレットを作成した。 

老年病学の専門家である小川らのグループは、シ

ステマティックレビュー前段階で必要となる文献

検索を中心に進めた。特に老年病学分野における、
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骨粗鬆症と予後との関連性、認知症などの要介護

要因となる疾患等との関連性、高齢者における

FRAX®のカットオフ値などを中心に文献検索を

行い、骨粗鬆症予防、早期発見や検診提供体制に

必要な項目の抽出を目指した。FRAX®に基づく英

国在住の地域住民スクリーニングの効果について

は、FRAX®を用いたスクリーニングを行うランダ

ム化対照試験によって、その後 5 年間の高齢女性

における大腿骨近位部骨折発症率減少が認められ

た。  

 

2) コホートデータを用いた骨粗鬆症有病率の推

移トレンド 

令和 4 年度には、骨粗鬆症の疫学研究の専門家で

ある吉村らのグループは研究代表者の田中と協力

して、2005 年から和歌山県の 2 地域(山村、漁村)

で実施している骨粗鬆症検診の 13 年間の蓄積さ

れたデータから、2005-7 年に実施した骨粗鬆症検

診と、2015-16 年に実施した骨粗鬆症検診の結果の

データリンケージを実施し、10 年間の骨粗鬆症の

有病率の比較解析用データセットを作成した。そ

の結果、骨粗鬆症の有病率は、この 10 年間でみる

と 70 歳以上の高齢女性において有意に低下して

いることがわかった。 

 

3) 検診項目の改定（全員） 

骨粗鬆症検診における有力なツールと考えられる

Fracture Risk Assessment Tool （ FRAX ） , 

Osteoporosis Self Assessment Tool for Asia (OSTA）、

既往骨折の有無を柱とした骨粗鬆症スクリーニン

グにおいて、要精査の範疇に入る対象者を最も効

率よく検出するためのカットオフ値について、住

民コホートデータを用いて、骨折や骨粗鬆症など

アウトカムを変更することにより、よりよい精度

を得られるように再検討を行った。75 歳以上、

65-74 歳、64 歳以下の年代と男女別に、ダブル赤

信号：要精査②（要受診）（骨粗鬆症のリスクが非

常に高いので、医療機関における骨密度測定を強

く推奨）、赤信号：要精査①（医療機関における骨

密度測定を推奨）、黄信号：要指導（栄養指導・運

動指導、希望者は医療機関において骨密度測定を

行う）、青信号：異常なし（骨粗鬆症のリスクは低

いが、栄養指導・運動指導を推奨）のそれぞれの

カットオフ値を決定した。 

 

４）骨粗鬆症マニュアルの作成 

令和 5 年度は、令和 4 年度の役割分担に従って、

全員で骨粗鬆症マニュアルを作成した。役割分担

は以下の通りである。 

新骨粗鬆症 検診・保健指導マニュアル 

１）骨粗鬆症の定義・病態  田中 

２）骨粗鬆症の疫学（含男性骨粗鬆症） 伊木 

３）骨粗鬆症検診の目的・意義・現状 吉

村・田中 

４）検診の実際 

① 検診の対象と医療面接  小川 

② OSTA    藤原 

③ FRAX    藤原 

④ 検診における骨密度測定のあつかい 曽根 

⑤ 骨粗鬆症検診における判定基準 吉

村・田中 

５）予防のための保健指導 

① 栄養指導           上西 

② 運動指導（含転倒予防）  萩野 

６）要精検者への対応 

① 医療機関との連携          萩野 

② 精密検査・鑑別診断          曽根 

③ 骨粗鬆症マネージャー・リエゾンサービス 

小川 

④ 骨粗鬆症の薬物療法          宗圓 

７）地域における取組の実際  藤原 

（作成した骨粗鬆症マニュアルは資料として添
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付する。） 

 

Ｄ．考察 

本研究の特徴は、整形外科、老年病内科、リハビ

リテーション、核医学、栄養、疫学、公衆衛生の

各専門家が参加し、骨粗鬆症予防に関する文献の

検証に加え、一般市民を対象とするコホート研究

の成果に基づいた予防法の開発を実施し、効果的

な骨粗鬆症検診体制の提言とその実施マニュアル

を作成するところにある。 

令和 4−５年度の 2 年間において、効果的な骨粗鬆

症検診体制の作成に向けて、文献レビューを実施

し、骨密度測定部位、対象年齢などについて有益

な知見を得ることができた。さらにコホート調査

結果から、75 歳以上、65-74 歳、64 歳以下の年代

と男女別に、ダブル赤信号：要精査②（要受診）

（骨粗鬆症のリスクが非常に高いので、医療機関

における骨密度測定を強く推奨）、赤信号：要精査

①（医療機関における骨密度測定を推奨）、黄信

号：要指導（栄養指導・運動指導、希望者は医療

機関において骨密度測定を行う）、青信号：異常な

し（骨粗鬆症のリスクは低いが、栄養指導・運動

指導を推奨）のそれぞれの検診項目のカットオフ

値を決定した。 

これらの結果をもとに、全員で骨粗鬆症マニュア

ルを作成した。さらに検診後指導向けの運動プロ

グラム、栄養パンフレットも作成した。 

 

Ｅ．結論 

文献レビューとコホート調査結果から、検診フロ

ーの改定を行い、骨粗鬆症検診マニュアルを作成

した。加えて検診後指導向けの運動プログラム、

栄養パンフレットを作成した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 

 

Ｇ．研究発表  

1) 論文発表 

（田中栄） 

1. Takeda R, Mizuhara H, Uchio A, Iidaka T, 

Makabe K, Kasai T, Omata Y, Yoshimura N, 

Tanaka S, Matsumoto T: Automatic estimation of 

hallux valgus angle using deep neural network 

with axis-based annotation. Skeletal Radiol, in 

press, doi: 10.1007/s00256-024-04618-2.  

2. Teraguchi M, Hashizume H, Asai Y, Oka H, 

Nagata K, Ishimoto Y, Iwasaki H, Tsutsui S, 

Takami M, Tanaka S, Yoshida M, Yoshimura N, 

Yamada H: Association between modic changes, 

disc degeneration, and pelvic incidence-lumbar 

lordosis mismatch in a large opulation based 

cohort: the Wakayama spine study. Eur Spine J, in 

press, doi: 10.1007/s00586-023-07702-8. 

3. Tomomatsu K, Taniguchi T, Hashizume H, 

Harada T, Iidaka T, Asai Y, Oka H, Shigeyuki 

Muraki S, Akune T, Kawaguchi H, Nakamura K, 

Yoshida M, Tanaka S, Yoshimura N, Yamada H: 

Factors associated with cam deformity in 

Japanese local residents. Sci Rep 14(1): 1585, 

2024, doi: 10.1038/s41598-024-51876-0. 

4. Kitamura B, Iidaka T, Horii C, Muraki S, Oka H, 

Kawaguchi H, Nakamura K, Akune T, Otsuka Y, 

Izumo T, Tanaka T, Rogi T, Shibata H, Tanaka S, 

Yoshimura N: Ten-year trends in values of joint 

space width and osteophyte area of knee joints: 

Comparison of the baseline and fourth ROAD 

study surveys. Osteoarthr Cartil Open 6(2): 

100454, 2024, doi: 

10.1016/j.ocarto.2024.100454. 

5. Sasaki K, Doi T, Inoue T, Tozawa K, Nakarai H, 

Yoshida Y, Ito Y, Ohtomo N, Sakamoto R, 

Nakajima K, Nagata K, Okamoto N, Nakamoto H, 

Kato S, Taniguchi Y, Matsubayashi Y, Okazaki K, 
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Tanaka S, Oshima Y: Bone Turnover Markers in 

Patients with Ossification of the Posterior 

Longitudinal Ligament in the Thoracic Spine. 

Spine (Phila Pa 1976) 49(8): E100-E106, 2024, 

doi: 10.1097/BRS.0000000000004753.  

6. Tamai K, Hamada J, Nagase Y, Morishige M, 

Naito M, Asai H, Tanaka S: Frozen shoulder. An 

overview of pathology and biology with hopes to 

novel drug therapies. Mod Rheumatol 34(3): 

439-443, 2024, doi: 10.1093/mr/road087. 

7. Nakamoto H, Nakajima K, Miyahara J, Kato S, 

Doi T, Taniguchi Y, Matsubayashi Y, Nishizawa 

M, Kawamura N, Kumanomido Y, Higashikawa 

A, Sasaki K, Takeshita Y, Fukushima M, Iizuka 

M, Ono T, Yu J, Hara N, Okamoto N, Azuma S, 

Inanami H, Sakamoto R, Tanaka S, Oshima Y: 

Does surgical site infection affect patient- 

reported outcomes after spinal surgery? A 

multicenter cohort study. J Orthop Sci, in press, 

doi: 10.1016/j.jos.2023.10.010. 

8. Teraguchi M, Hashizume H, Oka H, Kagotani R, 

Nagata K, Ishimoto Y, Tanaka S, Yoshida M, 

Yoshimura N, Yamada H: Prevalence and 

distribution of Schmorl node and endplate signal 

change, and correlation with disc degeneration in 

a population‑based cohort: the Wakayama Spine 

Study. Eur Spine J 33(1): 103-110, 2024, doi: 

10.1007/s00586-023-08009-4. 

9. Yamato Y, Nagata K, Kawamura N, Higashikawa 

A, Takeshita Y, Tozawa K, Fukushima M, 

Urayama D, Ono T, Hara N, Okamoto N, Azuma 

S, Iwai H, Sugita S, Yoshida Y, Hirai S, Masuda 

K, Jim Y, Ohtomo N, Nakamoto H, Kato S, 

Taniguchi Y, Tanaka S, Oshima Y: Comparative 

Analysis of Microendoscopic and Open 

Laminectomy for Single-Level Lumbar Spinal 

Stenosis at L1-L2 or L2-L3. World Neurosurg 

183: e408-e414, 2024, doi: 

10.1016/j.wneu.2023.12.109.  

10. Sawada R, Shinoda Y, Ohki T, Ishibashi Y, 

Kobayashi H, Matsubayashi Y, Tanaka S, Haga 

N: End-of-life walking ability in cancer patients 

with spinal metastases. Jpn J Clin Oncol, 54(1): 

81-88, 2024, doi: 10.1093/jjco/hyad138. 

11. Nagata K, Hashizume H, Oka H, Ishimoto Y, 

Muraki S, Nakamura K, Yoshida M, Tanaka S, 

Yamada H, Yoshimura N: Plasma pentosidine 

concentration is associated with ligament 

ossification and high-grade osteoarthritis: The 

ROAD study. Geriatr Gerontol Int 24(1): 154-160, 

2024, doi: 10.1111/ggi.14745. 

12. Nagata K, Tozawa K, Miyahara J, Ito Y, 

Nakamoto H, Nakajima K, Kato S, Doi T, 

Taniguchi Y, Matsubayashi Y, Tanaka S, Oshima 

Y:  Association Between Preoperative 

Neuropathic Pain and Patient Reported Outcome 

Measures After Cervical Spinal Cord 

Decompression Surgery. Global Spine J 14(2): 

411-419, 2024, doi: 

10.1177/21925682221109560. 

13. Miyake T, Uehara K, Kohata K, Miura T, Ohe T, 

Tanaka S, Morizaki Y: New body surface indexes 

for germinal matrix: DIP joint extension 

boundary line and dorsal distal interphalangeal 

crease. J Orthop Sci 28(5): 1023-1026, 2023, doi: 

10.1016/j.jos.2022.07.017. 

14. Ogata T, Yamada K, Miura H, Hino K, Kutsuna T, 

Watamori K, Kinoshita T, Ishibashi Y, Ogata T, 

Yamada K, Miura H, Hino K, Kutsuna T, 

Watamori K, Kinoshita T, Ishibashi Y, Yamamoto 

Y, Sasaki T, Matsuda S, Kuriyama S, Watanabe M, 

Tomita T, Tamaki M, Ishibashi T, Okazaki K, 

Mizu-Uchi H, Ishibashi S, Ma Y, Ito YM, 

Nakamura K, Tanaka S: Feasibility and 
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阿久根徹、吉村典子：サルコペニアの疫学：

発生率と危険因子 -The ROAD study- 

Incidence and risk factor of Sarcopenia in 

Japanese men and women: The ROAD study：

第59回日本リハビリテーション医学会学術

集会、2022.6.23-25、横浜市 

22. 飯高世子、村木重之、田中栄、中村耕三、

阿久根徹、吉村典子：要介護の発生率と危

険因子-The ROAD study- Incidence and risk 

factor of disability in Japanese men and women 

-The ROAD study-第59回日本リハビリテー

ション医学会学術集会、2022.6.23-25、横浜

市 

23. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、田中栄、

中村耕三、阿久根徹、吉村典子：要介護の

発生率と運動機能との関連：10年間の地域

追 跡 コ ホ ー ト よ り  Incidence rate of 

disability and its association of physical 

function in Japanese men and women -The 

ROAD study-：第40回日本骨代謝学会学術集

会、2022.7.22-23、岐阜市＋オンライン（ハ

イブリット開催） 

24. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、田中栄：

骨粗鬆症予防における検診の有効性 

Know your bone. ：第24回日本骨粗鬆症学会、

2022.9.2-4、大阪市 

25. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、岡敬之、

中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典子：

サルコペニアの発生率と骨粗鬆症との関連

-10 年 間 の 地 域 追 跡 コ ホ ー ト よ り - 

Incidence and risk factor of Sarcopenia in 

Japanese men and women -The ROAD 

study-：第24回日本骨粗鬆症学会、2022.9.2-4、

大阪市 

26. 堀井千彬、飯高世子、伊木雅之、藤原佐枝

子、吉村典子、田中栄：骨量減少者発見の

ためのOSTAの活用 男女における妥当性

の検証：第 24回日本骨粗鬆症学会、

2022.9.2-4、大阪市 

27. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、岡敬之、

中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典子：
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地域住民コホートからみたサルコペニアの

発生率と危険因子：第9回日本サルコペニ

ア・フレイル学会大会、2022.10.29-30、草

津市 

 

■  講演会、シンポジウム 

1. 吉村典子、飯高世子、田中栄：Symposium 4 

「Recent advances in inflammatory arthritis, 

osteoporosis, locomotive syndrome and 

frailty」：Real world evidence of locomotive 

syndrome and frailty : The ROAD study：第67

回日本リウマチ学会総会・学術集会、

2023.4.24、福岡市、口頭 

2. 真壁健太、松本卓己、吉村典子、飯高世子、

内尾明博、水原寛康、武田龍太郎、笠井太

郎、小俣康徳、田中栄：ワークショップ7 

疫学1：RA/関節型JIAの治療：大規模住民コ

ホートスタディからみた関節リウマチ関連

バイオマーカー陽性者の中期6年の予後調

査：第67回日本リウマチ学会総会・学術集

会、2023.4.24、福岡市、口頭 

3. 茂呂徹、大野久美子、飯高世子、岡敬之、

田中栄：ワークショップ67 骨粗鬆症と骨

代謝－2：胸部正面X線画像のみからの腰椎

/大腿骨近位部の骨密度推定値を演算する

ＡＩ骨粗鬆症診断補助システム ‐健康診

断での使用を想定したテストデータを用い

た精度評価：第67回日本リウマチ学会総

会・学術集会、2023.4.25、福岡市、口頭 

4. 吉村典子、飯高世子、中村耕三、田中栄：

シンポジウム63 ロコモ診療ガイド2021 

とその後の展開：ロコモとフレイル・サル

コペニアの疫学 The ROAD study：第96 回

日本整形外科学会学術集会、2023.5.14、横

浜市、口頭 

5. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野

久美子、石倉久年、飯高世子、浅井真、神

永尚人、吉村典子、田中栄：主題4 骨粗鬆

症性骨折のマネジメント2：1枚の胸部正面

X線画像のみから腰椎及び大腿骨近位部の

BMDを演算するAI骨粗鬆症診断補助シス

テムの精度評価：第145回西日本整形・災害

外科学会学術集会、2023.6.4、福岡市、口頭 

6. 堀井千彬、飯高世子、大島寧、田中栄、吉

村典子：シンポジウム4 骨粗鬆症の病態と

治療：骨粗鬆症性脊椎椎体骨折の疫学：第

23回日本抗加齢医学会総会、2023.6.9、東京、

口頭 

7. 児玉理恵、田中栄、吉村典子：シンポジウ

ム6 手指変形性関節症～この身近でかつ、

悩ましい疾患群～ 我が国における手指の

変形性関節症の疫学 大規模一般住民コホ

ートROAD studyより：第51回日本関節病学

会、2023.7.22、口頭 

8. 飯高世子、田中栄、吉村典子：2021年度研

究助成成果報告 股関節部における骨、関

節、筋疾患の合併と予後に与える影響：住

民コホート10年の追跡：第41回日本骨代謝

学会学術集会、2023.7.29、東京、口頭 

9. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウ

ム7 サルコペニア・フレイル・ロコモの最

近のトピック サルコペニア・フレイルと

ロコモの疫学 The ROAD study：第25回日

本骨粗鬆症学会、2023.9.29、名古屋市、口

頭 
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10. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、岡敬之、小俣

康徳、田中健之、大野久美子、石倉久年、

飯高世子、神永尚人、佐藤雅史、伊東伸朗、

田辺真彦、藤尾圭志、小川純人、田中栄：

シンポジウム20 骨粗鬆症の診断と治療効

果判定における最新の画像アプローチ：腰

椎/胸部正面X線画像から腰椎および大腿骨

近位部の骨密度推定値を演算するAI骨粗鬆

症診断補助システム：第25回日本骨粗鬆症

学会、2023.10.1、名古屋市、口頭 

11. 飯高世子、田中栄、吉村典子：教育研修講

演12「変形性股関節症の疫学」変形性股関

節症の疫学指標：地域住民コホート10年間

の追跡：第50回日本股関節学会学術集会、

2023.10.27、福岡市、口頭 

12. 吉村典子、飯高世子、田中栄：ライフステ

ージからみた整形関連疾患とフレイル・サ

ルコペニア ライフコースからみた要介護

原因前段階状態の発生とその予後 地域住

民コホートROADスタディより：日本サル

コペニア・フレイル学会第10回学会大会、

2023.11.4-5、東京、口頭 

13. 飯高世子、田中栄、吉村典子：特別講演2 

運動器疾患をターゲットとした地域コホー

ト研究の経験：第56回中国・四国整形外科

学会、2023.12.10、高松市、口頭 

14. 橋爪洋、吉村典子、岡敬之、浅井宜樹、佐々

木貴英、岩崎弘樹、長田圭司、筒井俊二、

田中栄、吉田宗人、山田宏：シンポジウム

54 サルコペニアと腰痛：サルコペニアと

脊柱アライメント不良  ―The Wakayama 

Spine Study―：第95回日本整形外科学会学

術総会、2022.5.21、神戸市 

15. 堀井千彬、飯高世子、伊木雅之、藤原佐枝

子、吉村典子、田中栄：シンポジウム13 骨

粗鬆症健診の普及をめざして：コホート調

査から見た FRAX, OSTA の有用性：第24

回日本骨粗鬆症学会、2022.9.4、大阪市 

16. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、田中健之、大

野久美子、石倉久年、飯高世子、浅井真、

神永尚人、小川純人、田中栄：トランスレ

ーショナルリサーチ4 腰椎・胸部正面X線

画像から骨密度推定値を出力するAI骨粗鬆

症診断補助システム：第37回日本整形外科

学会基礎学術集会、2022.10.13、宮崎市 

17. 吉村典子、飯高世子、田中栄：シンポジウ

ム16 運動器疾患の疫学研究：運動器疾患

を主たるターゲットとしたpopulation-based 

cohort study ROAD 2005-2022：第37回日本整

形外科学会基礎学術集会、2022.10.14、宮崎

市 

 

（藤原佐枝子） 

■ 国際学会 

1. Ohishi Y、Cologne JB, Kim YM、Hida A、Tsuge 

M、Chayama K、Fujiwara S Mediation of 

radiation-associated hepatocellular carcinoma 

riskby hepatitis B and C virus infection. 33th 

Annual Meeting of the Asian Pacific 

Association for the Study of Liver. 27-31 

March 2023, Kyoto 

2. Harvey NC, Johansson H, McCloskey E, 

Fujiwara S et al. Dependence of body mass 

index-fracture associations on femoral neck 

BMD: an international meta-analysis., ASBMR 
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October 13-16, 2023 in Vancouver, BC, 

Canada. 

3. McCloskey Ev, Johansson H, Harvey NC, 

Fujiwara S et al. Parental history of hip fracture 

and association with future fracture outcomes: 

an international meta-analysis to inform 

updates of the FRAX tool.  ASBMR October 

13-16, 2023 in Vancouver, BC, Canada. 

4. M. Sharma, C. Beaudart, M. Hiligsmann, S. 

Silverman, R. Fujiwara S et al PATIENT 

FRACTURE RISK DECISION POINT: 

CLINICAL & DEMOGRAPHIC FACTORS 

2023 World Congress of Osteoporosis, 

Osteoarthritis and Musculoskeletal Diseases 

May 4-7, 2023 Barcelona, Spain 

5. Beaudart, M. Sharma, S. Silverman, M. 

Hiligsmann, Fujiwara S et al. PATIENTS’ 

PREFERENCES FOR COMMUNICATING 

FRACTURE RISK: THE RISK 

COMMUNICATION IN OSTEOPOROSIS 

(RICO) STUDY 2023 World Congress of 

Osteoporosis, Osteoarthritis and 

Musculoskeletal Diseases May 4-7, 2023 

Barcelona, Spain 

 

■ 国内学会 

1. 藤原佐枝子：なぜ WOD 活動が必要か？ シ

ンポジウム 骨折予防に向けた啓発活動 

～WOD を生かした啓発活動における認定

医・骨粗鬆症マネージャーの役割～藤原佐

枝子 骨折の連鎖を起こさせないために 

―疫学の視点からー 第 25 回日本骨粗鬆

症学会 2023 年 9 月 29 日―10 月 1 日 名

古屋 

2. 藤原佐枝子：骨折の連鎖を起こさせないた

めに-疫学の視点から- ランチョン・セミナ

ー 第 25 回日本骨粗鬆症学会 2023 年 9

月 29 日―10 月 1 日 名古屋 

3. 藤原佐枝子：健康寿命をのばすための取り

組み 自治体実務セミナー オンライン開

催 2023 年 5 月 30 日 

4. 水野俊行、藤原佐枝子、沖本信和、白川泰

山、寺元秀文、山崎琢磨、中川豪、濱﨑貴

彦、要田弥生，安達伸生：広島県呉市にお

ける臨床的椎体骨折・大腿骨近位部骨折の

発生率の経時変化～行政との連携による大

規模データ解析（KureDREAMS 第 3 報）〜 

第 25 回日本骨粗鬆症学会 2023 年 9 月 29

日―10 月 1 日 名古屋 

5. 堀井千彬、飯高世子、伊木雅之、藤原佐枝

子、 吉村典子、田中栄：OSTA による３年

以内の骨粗鬆症性骨折発生の予測 第 41

回日本骨代謝学会学術集会 2023年 7月 27

日-29 日 東京 

6. Fujiwara S et al. Real-world evaluation 

of osteoporotic fractures using the Japan 

Medical Data Vision database. 第 40 回日本骨

代謝学会 岐阜 7/22-23 2022 

7. 堀井千彬, 飯高世子, 伊木先生, 藤原佐枝

子, 吉村典子, 田中栄 第 40 回日本骨代謝

学会 岐阜 7/22-23 2022 

8. 堀井千彬, 飯高世子, 伊木先生, 藤原佐枝

子, 吉村典子, 田中栄 骨量減少者発見のた

めの OSTA の活用－男女における妥当性の

検証 第 24 回日本骨粗鬆症学会学術集会、

大阪、9/1-3 (2022). 

9. 藤原佐枝子：世界骨粗鬆症デイ（WOD）活

動の意義・目的とその現状  骨粗鬆症財
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団・日本骨粗鬆症学会合同企画シンポジウ

ム :わが国における WOD 活動～今後の展

望～、第 24 回日本骨粗鬆症学会学術集会、

大阪、9/1-3 (2022). 

 

(小川純人) 

■ 国際学会 

1. Ogawa S: Age-Related Sarcopenia and Frailty 

with Its Preventive Approaches. The 11th Seoul 

Symposium on Bone Health. Seoul, Korea, 

2023.5.19.  

2. Ogawa S: Potential roles and benefits of omega 

3 fatty acids for older population. The 18th 

Geriatrics International Congress, Mexco City, 

Mexico, 2023.12.1. 

3. Ogawa S: Age-related sarcopenia and frailty with 

its nutritional prevention. The 8th ASIAN 

CONFERENCE for FRAILTY AND 

SARCOPENIA Nagoya, Japan, 2022.10.27. 

 

■ 国内学会 

1. 小川純人：高齢者疾患・フレイルの特性と

栄養. 第 28 回国際食品素材/添加物展・会議、

第 21回健康/機能性食品素材展・会議, 東京, 

2023.5.17 

2. 小川純人：急性期病院におけるせん妄ケア

のシステム化と専門職連携. 第 65回日本老

年医学会学術集会, 横浜, 2023.6.16 

3. 小川純人：LIFE の実態と活用. 第 65 回日本

老年医学会学術集会, 横浜, 2023.6.16 

4. 小川純人：高齢者のフレイルと栄養・亜鉛. 

第 65 回日本老年医学会学術集会, 横浜, 

2023.6.17 

5. 小川純人：高齢者のフレイル・サルコペニ

アと予防対策. 第 64回日本人間ドック学会

学術大会. 2023.9.1, 高崎 

6. 小川純人：サルコペニア・フレイルとホル

モン. 第 25 回日本骨粗鬆症学会. 2023.9.29, 

名古屋 

7. 小川純人：わが国における認知症・フレイ

ルと骨折・体組成との関連性. 第 25 回日本

骨粗鬆症学会. 2023.10.2, 名古屋 

8. 小川純人：サルコペニア・フレイルとホル

モン・栄養. 第 10 回日本サルコペニア・フ

レイル学会大会. 2023.11.4, 東京 

9. 小川純人：高齢者のフレイルとその予防対

策 . 第 82 回日本公衆衛生学会総会 . 

2023.11.3, つくば 

10. 小川純人：高齢者のフレイル・サルコペニア

と骨粗鬆症. 第 138 回中部日本整形外科災害

外科学会・学術集会，名古屋, 2022.4.9. 

11. 小川純人：人生 100 年時代における住まいの

あり方. 第 64 回日本老年医学会学術集会，大

阪，2022.6.4.  

12. 小川純人：ポストコロナとサルコペニア・フ

レイル. 第 76 回日本栄養・食糧学会大会，神

戸，2022.6.11.  

13. 小川純人：フレイルを総括する. 第 22 回日本

抗加齢医学会総会，大阪，2022.6.18. 

14. 小川純人：骨粗鬆症治療ターゲットとしての

サルコペニア/フレイルの重要性，第 24 回日

本骨粗鬆症学会, 大阪, 2022.9.2. 

15. 小川純人：サルコペニア・フレイル. 第 24 回

日本骨粗鬆症学会, 大阪, 2022.9.4 

16. 小川純人：コロナ禍・宇宙時代でのメンズヘ

ルス. 第 22 回日本メンズヘルス医学会，Web，

2022.9.17. 

17. 小川純人：高齢者トータルケアにおける転
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倒・フレイル対策と抗凝固療法. 日本転倒予

防学会第 9 回学術集会，横浜，2022.10.16.  

18. 小川純人：高齢者のサルコペニア・フレイル

とホルモン・栄養. 第 9 回日本サルコペニア・

フレイル学会大会，草津，2022.10.29．  

19. 小川純人：高齢者トータルケアにおけるフレ

イル対策と抗凝固療法. 第 34回日本老年医学

会四国地方会，高知，2023.2.12.  

 

（吉村典子） 

■ 国内学会 

1. 橋爪洋、長田圭司、岡敬之、石元優々、寺

口真年、岩橋弘樹、佐々木貴英、浅井宣樹、

高見正成、筒井俊二、岩崎博、田中栄、吉

田宗人、吉村典子、山田宏：一般住民にお

ける PI-LL,サルコペニアと腰痛の関係 

The Wakayama Spine Study：第 52 回日本脊

椎脊髄病学会学術集会、2023.4.13.15、札幌

市、口頭 

2. 長田圭司、橋爪洋、村田鎮優、浅井宣樹、

岩崎博、筒井俊二、高見正成、吉田宗人、

吉村典子、山田宏：脊柱起立筋脂肪変性お

よび多裂筋萎縮は成人脊柱変形進行の危険

因子である―大規模住民コホート 6 年間の

追跡調査結果から―：第 52 回日本脊椎脊髄

病学会学術集会、2023.4.13.15、札幌市、口

頭 

3. 長田圭司、橋爪洋、村田鎮優、浅井宣樹、

岩崎博、筒井俊二、高見正成、吉田宗人、

吉村典子、山田宏：成人脊柱変形進行の単

純 X 線上の予測因子 大規模住民コホート

6 年間の追跡調査結果から：第 52 回日本脊

椎脊髄病学会学術集会、2023.4.13.15、札幌

市、口頭 

4. 小島伊知子、上原浩介、児玉理恵、飯高世

子、田中栄、吉村典子：都市部手指変形性

関節症の有病率と Quick DASH score－第 4
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